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米国発金融危機の特徴と
今後の規制監督政策上の課題
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金融危機後への
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金融システムの構造変化と危機の変化

注1

規制監督の不備はどこにあったのか
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●注
注1　担保の市場価格と貸し出される資金の差のこと。
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金融危機後への
日本の課題

１．バブル崩壊へのプレリュード 
　－リスクが可視可能となった時代

図表１
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［図表2］グローバル金融資産残高の推移（GDP比）

Sources : IMF; McKinsey & Company

図表２

グローバル金融危機に
翻弄される金融システム
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［図表1］主要金融機関の損失と資本調達

資料）Bloomberg
（出所）日本銀行金融システムレポート（2009年3月号）

注1）2007年7月からの累積値。
注2）2009年2月24日現在。
注3）�調査対象となる金融機関には、商業・投資銀行のほか保険会社等が含まれる。米国

は43社、欧州は45社、わが国は9社の合計。
注4）損失額は、各期の評価損と貸倒損失。

（出所）Hamilton, Jenkinson and Penalver, “Innovation and Integration in Financial Markets and the 
Implications for Financial Stability”in The structure and resilience of the financial system, Reserve 
Bank of Australia, 2007
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２．パンドラの箱が開いた時 
　－見逃されたリスク

３．危機を踏まえた政策対応 
　－繰り返される過ち
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農業のあり方を
考える
～「３つ」の農業が併存する日本～

林田雅秀
総合研究開発機構（NIRA）研究調査部次長
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図表

性格の異なる３つの農業 ３つの農業で
様々な論点を整理する

［図表］各類型農業の概念

食料・農産物生産のための農業
（平地農業）

土地をあまり利用
しない農業（野菜、
果物、花き等）

コメ中心の
土地利用型農業

環境保全・景観保全・地域保全
のための農業（中山間地域農業）
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